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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部機器から送信された情報に基づいて、記録ヘッドにより記録媒体上に記録を行う記
録装置であって、
　記録を行うための抵抗素子と、前記抵抗素子に直列に接続され当該抵抗素子を駆動する
ための駆動素子と、モニタ抵抗素子と、前記モニタ抵抗素子に直列に接続されたモニタ駆
動素子と、前記駆動素子および前記モニタ駆動素子の中から駆動すべき素子を選択する選
択手段と、前記モニタ抵抗素子に直列に接続された第１の電源配線と前記モニタ駆動素子
に直列に接続された第２の電源配線とであって、前記抵抗素子を駆動するための電源配線
を兼用した前記第１および第２の電源配線と、前記第１の電源配線と前記モニタ抵抗素子
との接続点および前記モニタ駆動素子と前記第２の電源配線との接続点のうち少なくとも
一方の電圧を検出するための検出手段とを基板上に有する記録ヘッドと、
　前記検出手段を介して検出された電圧から求められた前記第１の電源配線の抵抗および
第２の電源配線の抵抗のうち少なくとも一方の抵抗に基づいて前記記録ヘッドを制御する
制御手段と
　を有することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記記録ヘッドは検出手段として前記モニタ抵抗素子と前記モニタ駆動素子との接続点
の電圧を検出するための検出手段を有することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】



(2) JP 4266569 B2 2009.5.20

10

20

30

40

50

　前記検出手段は、検出すべき電圧を切替える切替手段を備え、該切替手段は検出制御信
号に従い、前記第１の電源配線とモニタ抵抗素子との接続点、該モニタ抵抗素子と駆動素
子との接続点、または該駆動素子と第２の電源配線との接続点の電圧の検出を切替えるこ
とを特徴とする請求項２に記載の記録装置。
【請求項４】
　前記記録ヘッドは、インクを吐出して記録を行うインクジェット記録ヘッドであること
を特徴とする請求項１または２に記載の記録装置。
【請求項５】
　外部機器から送信された情報に基づいて、記録ヘッドにより記録媒体上に記録を行う記
録装置の記録制御方法であって、
　記録を行うための抵抗素子と、前記抵抗素子に直列に接続され当該抵抗素子を駆動する
ための駆動素子と、モニタ抵抗素子と、前記モニタ抵抗素子に直列に接続されたモニタ駆
動素子と、前記駆動素子および前記モニタ駆動素子の中から駆動すべき素子を選択する選
択手段と、前記モニタ抵抗素子に直列に接続された第１の電源配線と前記モニタ駆動素子
に直列に接続された第２の電源配線とであって、前記抵抗素子を駆動するための電源配線
を兼用した前記第１および第２の電源配線と、前記第１の電源配線とモニタ抵抗素子との
接続点および前記モニタ駆動素子と第２の電源配線との接続点のうち少なくとも一方の電
圧を検出するための検出手段とを基板上に有する記録ヘッドを用い、
　駆動すべき駆動素子を選択する選択工程と、
　前記検出手段を介して前記第１の電源配線とモニタ抵抗素子との接続点および前記モニ
タ駆動素子と第２の電源配線との接続点のうち少なくとも一方の電圧を検出する検出工程
と、
　前記検出された電圧に基づき、前記第１の電源配線の抵抗および第２の電源配線の抵抗
のうち少なくとも一方の抵抗を求め、該抵抗に基づき前記記録ヘッドを制御する制御工程
と、
　を有することを特徴とする記録装置の記録制御方法。
【請求項６】
　前記記録ヘッドは前記モニタ抵抗素子と前記モニタ駆動素子との接続点の電圧を検出す
るための検出手段を有し、前記制御工程は検出手段を介して検出した電圧から前記モニタ
駆動素子の抵抗を求めることを特徴とする請求項５に記載の記録装置の記録制御方法。
【請求項７】
　前記検出工程は、検出すべき電圧を切替える切替工程を備え、該切替工程は検出制御信
号に従い、前記第１の電源配線とモニタ抵抗素子との接続点、該モニタ抵抗素子と駆動素
子との接続点、または該駆動素子と第２の電源配線との接続点の電圧の検出を切替えるこ
とを特徴とする請求項６に記載の記録装置の記録制御方法。
【請求項８】
　第１の電源配線とモニタ抵抗素子との接続点、該モニタ抵抗素子とモニタ駆動素子との
接続点および該モニタ駆動素子と第２の電源配線との接続点のうち少なくとも一方に電流
を印加するための電流印加手段を更に有することを特徴とする請求項１に記載の記録装置
。
【請求項９】
　前記電流印加手段は、電流の印加を切替える電流切替手段を備え、該電流を切替える電
流切替手段は制御信号に従い、前記第１の電源配線とモニタ抵抗素子との接続点、該モニ
タ抵抗素子と駆動素子との接続点、または該駆動素子と第２の電源配線との接続点の電流
の印加を切替えることを特徴とする請求項８に記載の記録装置。
【請求項１０】
　記録媒体上に記録を行う記録ヘッドであって、
　記録を行うための抵抗素子と、前記抵抗素子に直列に接続され抵抗素子を駆動するため
の駆動素子と、
　モニタ抵抗素子と、
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　このモニタ抵抗素子に直列に接続されたモニタ駆動素子と、
　前記駆動素子および前記モニタ駆動素子の中から駆動すべき素子を選択する選択手段と
、
　前記モニタ素子に直列に接続された第１の電源配線と前記モニタ駆動素子に直列に接続
された第２の電源配線とであって前記抵抗素子を駆動するための電源配線を兼用した前記
第１および第２の電源配線と、
　前記第１の電源配線の抵抗および第２の電源配線の抵抗のうち少なくとも一方の抵抗を
求めるために設けられた、前記第１の電源配線と前記モニタ抵抗素子との接続点および前
記モニタ駆動素子と前記第２の電源配線との接続点のうち少なくとも一方の電圧を検出す
るための検出手段と、
　を基板上に有することを特徴とする記録ヘッド。
【請求項１１】
　前記記録ヘッドは検出手段として前記モニタ抵抗素子と前記モニタ駆動素子との接続点
の電圧を検出するための検出手段を有することを特徴とする請求項１０に記載の記録ヘッ
ド。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、記録装置およびその記録装置の記録制御方法に関し、特に熱エネルギーを利用
してインクを吐出して記録をするインクジェット記録装置及びその記録制御方法に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
インクを吐出させて画像を記録するインクジェット記録ヘッドを用いたプリンタにおいて
、吐出されたインク滴の大きさが不均一であると記録画像の品位が低下したり、濃度むら
等に起因した画質の劣化が発生したりするため、高品位な印字を行うにはインク滴の大き
さを常に一定に保つことが望まれている。
【０００３】
インクジェット記録ヘッドの中でもインクを加熱して発泡させ、その圧力によりインクを
吐出させる方式の記録ヘッドでは、一定の大きさの泡を形成することにより一定の大きさ
の液滴を吐出させることができる。
【０００４】
このため、ヒータへの投入エネルギーが過小であるとインクの吐出が不安定になったり、
また投入エネルギーが過剰であると、ヒータ素子が劣化して断線を起こしたりすることが
ある。このためヒータによりインクを加熱する場合、ヒータでの発熱量を一定にすること
は重要である。
【０００５】
ヒータ素子が形成されるヒータ基板は半導体の製造工程により作成されるが、そのヒータ
素子を駆動する回路も同一の製造プロセスを経てヒータ基板上に形成される。半導体の成
膜技術によって作成されるヒータ素子の抵抗値は個々のヒータ基板で製造ロットによりバ
ラツキを有する。このためヒータに印加される電圧が一定であっても、ヒータの抵抗値が
バラツキをもつとヒータに投入されるヒータ駆動用の電気的なエネルギーはヒータの抵抗
値によって変化してしまうという問題が生じる。このような抵抗値のばらつきに対して、
ヒータへの投入エネルギーをヒータの抵抗値によらず一定にするためにはヒータへの電流
の通電時間により発熱エネルギを調節する必要がある。
【０００６】
個々のヒータ基板におけるヒータ抵抗のバラツキを補正する手段として特開平１０－９５
１１６は、ヒータ素子が形成されるヒータ基板上に、ヒータの抵抗値のバラツキを検知す
る素子を設け、その情報をヘッドから取り出し、プリンタ本体よりヘッドに入力される駆
動信号の条件である駆動パルス幅を調節することで補正をしてヒータでの発熱量を一定に
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する内容を提案している。
【０００７】
また、近年では、プリンタヘッドのヒータ基板は駆動素子の高密度化に対応し、工程が簡
略で低コスト化が可能なCMOSの半導体製造プロセスにより作成されている。このプロセス
によると、ヒータとMOSトランジスタは直列に接続され所望のヒータをオンするようにMOS
トランジスタが制御される。この場合、MOSトランジスタのオン時の抵抗値であるオン抵
抗も通常数十％程度のバラツキを有する。
【０００８】
半導体のウェハ上に形成されるヒータ基板の場合、ヒータ基板の面積を縮小することで1
枚のウェハあたりから製造できるチップの個数を増し、歩留まりを向上させることができ
るので、コストを下げる上ではMOSトランジスタの面積は小さいほうがよい。
【０００９】
MOSトランジスタのオン抵抗値は、抵抗値のバラツキがヒータへの投入エネルギーに対す
る影響を抑えるためにヒータの抵抗値に比べ十分小さいことが望ましく、オン抵抗値を下
げるにトランジスタのゲート幅が長くなりヒータ基板上のトランジスタが占める面積が大
きくなる。
【００１０】
前述のコストの観点からオン抵抗値が十分に小さくなるようなトランジスタ面積をヒータ
基板上に形成ことは困難である。ヒータに直列に接続されるＭＯＳトランジスタのオン抵
抗値がバラツキを持つと、ＭＯＳトランジスタでの電圧降下が変動し、ヒータにかかる電
圧も変動することになる。ヒータの抵抗値がバラツキを持つ場合と同様にヒータでの投入
エネルギーが変動してしまう。
【００１１】
特開平１０－９５１１６では、このようなＭＯＳトランジスタのオン抵抗値のバラツキを
検知する方法が提案されている。この方法によるヒータの抵抗値とMOSトランジスタのオ
ン抵抗値の測定方法は次のように行われている。
【００１２】
図３の等価回路を示すようにヒータ基板に設けられた駆動素子と同じ設計で、同じ工程で
作られた駆動素子をオン抵抗値測定用素子としてヘッドを構成するヒータ基板の一つ一つ
に配置する。そして、そのオン抵抗値測定用素子をヘッド外部の装置側からの信号により
駆動し、印加電流と測定電圧の関係からオン抵抗値を算出し、装置側にあらかじめ設定し
てあるテーブルを用いて、駆動条件であるパルス幅を可変させる。このようにすれば、電
気熱変換体に印加されるエネルギーを各ヘッド間で一定にすることができる。エネルギー
がヘッド間で一定になれば、ヘッド間で一定な印字性能が得られ、印字歩留まりが向上す
る。また、過剰なエネルギが印加されてヒータ素子が劣化することによる早期の断線もな
くなり、記録ヘッドの信頼性をさらに向上させることができる。
【００１３】
なお、オン抵抗値は一般的に低い値（～１０Ω）であることが多いので電気熱変換体の駆
動素子と同じ設計の駆動素子のオン抵抗値測定用素子では測定精度（Ｓ／Ｎ比）が十分で
ない場合があるが、その時は、測定精度を向上させるような設計を変えたオン抵抗値測定
用素子を用いることもできる。なお、この時ばらつき量の相対値は変わらないようにする
必要があり、ＮＭＯＳトランジスタの場合に具体的にはゲート幅を変えることで対応でき
る。
【００１４】
また、特開平１０－９５１１６に述べられているように電気熱変換体が形成されるヒータ
基板上にシート抵抗値のばらつきを検知する素子を作り込み、図４で示すように前述のオ
ン抵抗値測定用素子とともに作り込む構成にすることもできる。この時、オン抵抗値測定
用素子からの信号線と、シート抵抗値のばらつきを検知する素子からの信号線との２本が
通常必要となる。
【００１５】
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しかし、この場合、オン抵抗値測定用素子からの信号線と、シート抵抗値のばらつきを検
知する素子からの信号線とをヒータ基板内で結線し、信号線１本で対応する構成とすると
良い。具体的には、図４で示すようにオン抵抗値測定用素子とシート抵抗値のばらつきを
検知する素子とを並列に結線すると良い。オン抵抗値測定用素子にある信号、例えばブロ
ック選択信号を与えてオン抵抗値測定用素子すなわち駆動素子をオンさせたり、オフさせ
たりすることで、駆動素子のオン抵抗と、電気熱変換体のシート抵抗を一つの外部出力端
子で取り出すことができる。
【００１６】
オンの時は、オン抵抗値測定用素子とシート抵抗値のばらつきを検知する素子の情報（抵
抗値）を検知することができ、オフの時は、シート抵抗値のばらつきを検知する素子のみ
の情報を検知できる。このようにすれば、外部に取り出す信号線を１本にできるのでプリ
ンター本体、記録ヘッドのコストをアップさせずに記録ヘッドの印字性能のばらつきを減
少させて、歩留まり向上、電気熱変換体の早期破断をなくし、信頼性の向上を図ることが
可能となる。
【００１７】
以上のようにしてオン抵抗値測定用素子の測定結果や、発熱抵抗体のシート抵抗値のばら
つきの測定結果を外部出力端子を介して外部端子に出力することによって、これら出力結
果から駆動素子や発熱素子の駆動条件を変えることができる。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、近年、プリンタヘッドは高速印字に対応するため１スキャンあたりの印字
幅を広くしたノズル列の長いヒータ基板が必要とされている。また低コスト化のためには
、ヒータ基板の面積の縮小も重要であり、その結果ヒータ列に対して垂直方向の幅は短い
ヒータ基板になっている。ヒータ基板内のヒータとヒータを駆動するトランジスタに電源
を供給する配線の配線抵抗は、接続パッド（contact pad）からヒータやトランジスタま
での距離がヒータ基板が細長くなることで増大している。
【００１９】
さらに高速印字化のために同時に駆動するヒータ数は増加しており、配線での電圧降下の
変動を避けるために、ヒータ基板内の配線の本数が増し、配線に要する面積が変わらない
場合、１配線あたりの配線の面積が減ることになり１配線あたりの配線抵抗はさらに増大
する。
【００２０】
配線はアルミ等で半導体の成膜技術により作成されるため、その製造上のバラツキはより
通常抵抗値として数十％のバラツキをもつ。このため配線抵抗が増加しヒータの抵抗値に
対し無視できない大きさになると、ヒータに直列に接続される配線抵抗値のバラツキがヒ
ータの投入エネルギーに大きく影響を与えてしまう。
【００２１】
従来、特開平１０－９５１１６に記載の回路によるヒータの抵抗値と、それを駆動するＭ
ＯＳトランジスタのオン抵抗値の測定では、配線抵抗の変動が与える影響が無視できなく
なる程に大きくなったことから正確にヒータへの投入エネルギーを算出することが困難に
なってきた。
【００２２】
その結果、配線の抵抗値のバラツキによりヒータへの投入エネルギーが不足したり、また
は、ヒータへのエネルギー投入が過剰になったりする。それによりインクの吐出が不安定
になり印字がかすれたり、またヒータへのエネルギーが過剰に投入されることでヒータの
劣化が進みヒータの断線を引き起こしてしまったりする問題がある。
【００２３】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決し、素子の抵抗値のバラツキに応じて常に一定のエネルギーを記録素子に
投入する本発明にかかる記録装置及びその記録装置の記録制御方法は、以下の構成からな
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ることを特徴とする。
【００２４】
　すなわち、外部機器から送信された情報に基づいて、記録ヘッドにより記録媒体上に記
録を行う記録装置は、
　記録を行うための抵抗素子と、前記抵抗素子に直列に接続され当該抵抗素子を駆動する
ための駆動素子と、モニタ抵抗素子と、前記モニタ抵抗素子に直列に接続されたモニタ駆
動素子と、前記駆動素子および前記モニタ駆動素子の中から駆動すべき素子を選択する選
択手段と、前記モニタ抵抗素子に直列に接続された第１の電源配線と前記モニタ駆動素子
に直列に接続された第２の電源配線とであって、前記抵抗素子を駆動するための電源配線
を兼用した前記第１および第２の電源配線と、前記第１の電源配線と前記モニタ抵抗素子
との接続点および前記モニタ駆動素子と前記第２の電源配線との接続点のうち少なくとも
一方の電圧を検出するための検出手段とを基板上に有する記録ヘッドと、
　前記検出手段を介して検出された電圧から求められた前記第１の電源配線の抵抗および
第２の電源配線の抵抗のうち少なくとも一方の抵抗に基づいて前記記録ヘッドを制御する
制御手段と
　を有することを特徴とする。
【００２５】
　好ましくは上記の記録装置において、前記検出手段は、検出すべき電圧を切替える切替
手段を備え、該切替手段は検出制御信号に従い、前記第１の電源配線とモニタ抵抗素子と
の接続点、該モニタ抵抗素子と駆動素子との接続点、または該駆動素子と第２の電源配線
との接続点の電圧の検出を切替えることを特徴とする。
【００２６】
好ましくは上記の記録装置において、前記記録ヘッドは、インクを吐出して記録を行うイ
ンクジェット記録ヘッドである。
【００２９】
　また、外部機器から送信された情報に基づいて、記録ヘッドにより記録媒体上に記録を
行う記録装置の記録制御方法は、
　記録を行うための抵抗素子と、前記抵抗素子に直列に接続され当該抵抗素子を駆動する
ための駆動素子と、モニタ抵抗素子と、前記モニタ抵抗素子に直列に接続されたモニタ駆
動素子と、前記駆動素子および前記モニタ駆動素子の中から駆動すべき素子を選択する選
択手段と、前記モニタ抵抗素子に直列に接続された第１の電源配線と前記モニタ駆動素子
に直列に接続された第２の電源配線とであって、前記抵抗素子を駆動するための電源配線
を兼用した前記第１および第２の電源配線と、前記第１の電源配線とモニタ抵抗素子との
接続点および前記モニタ駆動素子と第２の電源配線との接続点のうち少なくとも一方の電
圧を検出するための検出手段とを基板上に有する記録ヘッドを用い、
　駆動すべき駆動素子を選択する選択工程と、
　前記検出手段を介して前記第１の電源配線とモニタ抵抗素子との接続点および前記モニ
タ駆動素子と第２の電源配線との接続点のうち少なくとも一方の電圧を検出する検出工程
と、
　前記検出された電圧に基づき、前記第１の電源配線の抵抗および第２の電源配線の抵抗
のうち少なくとも一方の抵抗を求め、該抵抗に基づき前記記録ヘッドを制御する制御工程
と、
　を有することを特徴とする。
【００３０】
　好ましくは上記の記録装置の記録制御方法において、前記検出工程は、検出すべき電圧
を切替える切替工程を備え、該切替工程は検出制御信号に従い、前記第１の電源配線とモ
ニタ抵抗素子との接続点、該モニタ抵抗素子と駆動素子との接続点、または該駆動素子と
第２の電源配線との接続点の電圧の検出を切替えることを特徴とする。
【００３２】
　好ましくは上記の記録装置において、第１の電源配線とモニタ抵抗素子との接続点、該



(7) JP 4266569 B2 2009.5.20

10

20

30

40

50

モニタ抵抗素子とモニタ駆動素子との接続点および該モニタ駆動素子と第２の電源配線と
の接続点のうち少なくとも一方に電流を印加するための電流印加手段を更に有することを
特徴とする。
【００３４】
　好ましくは上記の記録装置において、前記電流印加手段は、電流の印加を切替える電流
切替手段を備え、該電流を切替える電流切替手段は制御信号に従い、前記第１の電源配線
とモニタ抵抗素子との接続点、該モニタ抵抗素子と駆動素子との接続点、または該駆動素
子と第２の電源配線との接続点の電流の印加を切替えることを特徴とする。
【００３６】
【発明の実施の形態】
以下添付図面を参照して本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００３７】
なお、以下に説明する実施形態では、インクジェット記録方式を用いた記録装置としてプ
リンタを例に挙げ説明する。
【００３８】
本明細書において、「記録」（「プリント」という場合もある）とは、文字、図形等有意
の情報を形成する場合のみならず、有意無意を問わず、また人間が視覚で知覚し得るよう
に顕在化したものであるか否かを問わず、広く記録媒体上に画像、模様、パターン等を形
成する、または媒体の加工を行う場合も表すものとする。
【００３９】
また、「記録媒体」とは、一般的な記録装置で用いられる紙のみならず、広く、布、プラ
スチック・フィルム、金属板、ガラス、セラミックス、木材、皮革等、インクを受容可能
なものも表すものとする。
【００４０】
さらに、「インク」（「液体」と言う場合もある）とは、上記「記録（プリント）」の定
義と同様広く解釈されるべきもので、記録媒体上に付与されることによって、画像、模様
、パターン等の形成または記録媒体の加工、或いはインクの処理（例えば記録媒体に付与
されるインク中の色剤の凝固または不溶化）に供され得る液体を表すものとする。
【００４１】
＜装置本体の概略説明＞
図５は、本発明の代表的な実施の形態であるインクジェットプリンタＩＪＲＡの構成の概
要を示す外観斜視図である。図５において、駆動モータ５０１３の正逆回転に連動して駆
動力伝達ギア５００９～５０１１を介して回転するリードスクリュー５００５の螺旋溝５
００４に対して係合するキャリッジＨＣはピン（不図示）を有し、ガイドレール５００３
に支持されて矢印ａ，ｂ方向を往復移動する。キャリッジＨＣには、記録ヘッドＩＪＨと
インクタンクＩＴとを内蔵した一体型インクジェットカートリッジＩＪＣが搭載されてい
る。
【００４２】
５００２は紙押え板であり、キャリッジＨＣの移動方向に亙って記録用紙Ｐをプラテン５
０００に対して押圧する。５００７，５００８はフォトカプラで、キャリッジのレバー５
００６のこの域での存在を確認して、モータ５０１３の回転方向切り換え等を行うための
ホームポジション検知器である。
【００４３】
５０１６は記録ヘッドＩＪＨの前面をキャップするキャップ部材５０２２を支持する部材
で、５０１５はこのキャップ内を吸引する吸引器で、キャップ内開口５０２３を介して記
録ヘッドの吸引回復を行う。５０１７はクリーニングブレードで、５０１９はこのブレー
ドを前後方向に移動可能にする部材であり、本体支持板５０１８にこれらが支持されてい
る。ブレードは、この形態でなく周知のクリーニングブレードが本例に適用できることは
言うまでもない。
【００４４】
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又、５０２１は、吸引回復の吸引を開始するためのレバーで、キャリッジと係合するカム
５０２０の移動に伴って移動し、駆動モータからの駆動力がクラッチ切り換え等の公知の
伝達機構で移動制御される。
【００４５】
これらのキャッピング、クリーニング、吸引回復は、キャリッジがホームポジション側の
領域に来た時にリードスクリュー５００５の作用によってそれらの対応位置で所望の処理
が行えるように構成されているが、周知のタイミングで所望の動作を行うようにすれば、
本例にはいずれも適用できる。
【００４６】
＜制御構成の説明＞
次に、上述した装置の記録制御を実行するための制御構成について説明する。
【００４７】
図６はインクジェットプリンタＩＪＲＡの制御回路の構成を示すブロック図である。制御
回路を示す同図において、１７００は記録信号を入力するインターフェース、１７０１は
ＭＰＵ、１７０２はＭＰＵ１７０１が実行する制御プログラムを格納するＲＯＭ、１７０
３は各種データ（上記記録信号やヘッドに供給される記録データ等）を保存しておくＤＲ
ＡＭである。１７０４は記録ヘッドＩＪＨに対する記録データの供給制御を行うゲートア
レイ（Ｇ．Ａ．）であり、インターフェース１７００、ＭＰＵ１７０１、ＲＡＭ１７０３
間のデータ転送制御も行う。１７１０は記録ヘッドＩＪＨを搬送するためのキャリアモー
タ、１７０９は記録紙搬送のための搬送モータである。１７０５は記録ヘッドを駆動する
ヘッドドライバ、１７０６，１７０７はそれぞれ搬送モータ１７０９、キャリアモータ１
７１０を駆動するためのモータドライバである。
【００４８】
上記制御構成の動作を説明すると、インターフェース１７００に記録信号が入るとゲート
アレイ１７０４とＭＰＵ１７０１との間で記録信号がプリント用の記録データに変換され
る。そして、モータドライバ１７０６、１７０７が駆動されると共に、ヘッドドライバ１
７０５に送られた記録データに従って記録ヘッドが駆動され、記録が行われる。
【００４９】
ここでは、ＭＰＵ１７０１が実行する制御プログラムをＲＯＭ１７０２に格納するものと
したが、ＥＥＰＲＯＭ等の消去／書き込みが可能な記憶媒体を更に追加して、インクジェ
ットプリンタＩＪＲＡと接続されたホストコンピュータから制御プログラムを変更できる
ように構成することもできる。
【００５０】
なお、上述のように、インクタンクＩＴと記録ヘッドＩＪＨとは一体的に形成されて交換
可能なインクカートリッジＩＪＣを構成しても良いが、これらインクタンクＩＴと記録ヘ
ッドＩＪＨとを分離可能に構成して、インクがなくなったときにインクタンクＩＴだけを
交換できるようにしても良い。
【００５１】
図７は、インクタンクとヘッドとが分離可能なインクカートリッジＩＪＣの構成を示す外
観斜視図である。インクカートリッジＩＪＣは、図７に示すように、境界線Ｋの位置でイ
ンクタンクＩＴと記録ヘッドＩＪＨとが分離可能である。インクカートリッジＩＪＣには
これがキャリッジＨＣに搭載されたときには、キャリッジＨＣ側から供給される電気信号
を受け取るための電極（不図示）が設けられており、この電気信号によって、前述のよう
に記録ヘッドＩＪＨが駆動されてインクが吐出される。
【００５２】
なお、図７において、５００はインク吐出口列である。また、インクタンクＩＴにはイン
クを保持するために繊維質状もしくは多孔質状のインク吸収体が設けられている。
【００５３】
＜実施形態１＞
本発明にかかる第１の実施形態を図１により説明する。図１はヒータ基板上の等価回路を
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示す図である。本実施形態のヒータ基板はシリコンの半導体基板上に図１で示されるよう
な等価回路に配した回路が半導体の成膜工程で形成されている。
【００５４】
101は、ヒータおよびその駆動回路素子が形成されるヒータ基板であり、102はモニタ抵抗
素子に電流を供給する駆動素子である。ここで、モニタ用駆動素子102はＭＯＳトランジ
スタを例示している。103はモニタ抵抗素子としての抵抗素子を示す。このモニタ抵抗素
子とインクを吐出するための吐出用ヒータ（記録素子）とは同じ成膜条件、同じ成膜工程
で形成されている。また、配線104、105はモニタ抵抗素子103とＭＯＳトランジスタ102に
接続する電源配線であり、ヒータ基板外部との接続パッド106、107に至るまでの配線の抵
抗を含む。接続パッド108、109、110は素子特性を測定するためのモニタ端子で、パッド1
08はモニタ抵抗素子103と電源配線104との接続点に接続し、パッド109はモニタ抵抗素子1
03とＭＯＳトランジスタ102のドレインとの接続点（Ｄ１）に接続し、パッド110はＭＯＳ
トランジスタ102のドレインと配線105の接続点（Ｄ２）に接続する。
【００５５】
ビット選択回路111はMOSトランジスタのゲート（Ｇｎ）に各々接続され、印字画像データ
に応じて所望の吐出用ヒータやモニタ抵抗素子を駆動するようにプリンタ本体からの駆動
信号（不図示）によりMOSトランジスタのゲートが駆動される。
【００５６】
図１においてブロック112は実際にインクを吐出させるための吐出用ヒータ（114ｎ）およ
びその吐出用ヒータを駆動するMOSトランジスタ（115ｎ）である。
【００５７】
記録素子（吐出用ヒータ）の特性（ここでは抵抗値）をモニタ抵抗素子により測定する上
で、インクを吐出させるための吐出用ヒータとMOSトランジスタが特性検知用のモニタ抵
抗素子と、駆動素子とその成膜条件や工程、サイズ、形状が同一である場合を例として示
した。しかし、モニタ抵抗素子の検出抵抗値を測定上の精度を上げる目的で高くするので
あれば同じサイズ（同一の特性を有するもの）である必要はなく、特性モニタ素子の製法
（成膜条件や工程）および構造が吐出用ヒータと同じであり吐出用ヒータとMOSトランジ
スタと相対的な抵抗値の関係を維持した状態で異なるサイズの素子を用いて抵抗値の絶対
値をあげてもよい。
【００５８】
次に、図１におけるモニタ用の駆動素子102、モニタ抵抗素子103の特性の検知方法を、図
８のフローチャートを併せて説明する。
【００５９】
図１においてインクを吐出させる吐出用ヒータ（114ｎ）を駆動する場合と同様にMOSトラ
ンジスタ102はビット選択回路111によりMOSトランジスタ102のゲートが駆動され、MOSト
ランジスタ102はオン（ＯＮ）状態となる（図８のステップＳ801）。このとき配線104、1
05に接続されている他のヒータは駆動されていない。
【００６０】
パッド106およびパッド107はそれぞれ電源と電源のグランド側に接続されているため、MO
Sトランジスタ102、モニタ抵抗素子103、電源配線104、105に電流が流れる。このときパ
ッド106または107に流れる電流を測定し（ステップＳ802）、そして、モニタ端子108、10
9、110の電圧を測定する（ステップＳ803）。測定された電流と電圧から、パッド106、10
7の間に存在する直列の抵抗値が算出される（ステップＳ804)。
【００６１】
モニタ端子（108，109、110）の電圧と直列抵抗値から電源配線部104、105の配線抵抗お
よびモニタ抵抗素子103の抵抗値およびモニタ用駆動素子102のオン抵抗の値がそれぞれ求
められる（ステップＳ805)。ここで求められた各部の抵抗値の重ね合せが、合成抵抗とし
て直列抵抗の値となる。この値をもとに実際にインクを吐出するための吐出用ヒータにか
かる電圧が配線やMOSトランジスタのオン抵抗値のバラツキを含んだ状態で、より精度良
く算出することができる。
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【００６２】
このような素子特性を検知する手段をプリンタ本体で行うことで素子特性の異なる個々の
プリンタヘッドで最適なエネルギーの投入が可能になる。すなわち、パッド106、107に流
れる電流と、モニタ端子108，109、110で検出される電圧は、図６における本体側の制御
回路（ＭＰＵ１７０１、Ｇ．Ａ．１７０４）で処理され、各素子における抵抗値（電源配
線抵抗、モニタ抵抗素子（ヒータ）抵抗、モニタ用駆動素子の抵抗（MOSトランジスタの
オン抵抗値））が算出される。
【００６３】
この抵抗値に基づき、各素子のバラツキに対し、常に一定のエネルギーを記録素子に投入
するように、記録ヘッド（ＩＪＨ）は制御される。
【００６４】
プリンタ本体に抵抗値の検知手段を設けるとコストアップの要因となる場合、プリンタヘ
ッドの製造過程で前記の素子特性の検知を行いヒータに必要な投入エネルギーをプリンタ
ヘッド上に搭載されるEPROM等の記録保持素子に書き込み、プリンタヘッドが搭載された
プリンタ本体でその情報をもとに制御を行うことで、個々のプリンタヘッドのヒータに最
適なエネルギー投入がされ、プリンタ本体のコストダウンを図ることも可能である。
【００６５】
ヒータおよびMOSトランジスタの特性は前述の従来例の手法（特開平１０－９５１１６に
記載）により特性の検知を行い、図１の回路においてパッド109を削減し電源の配線のみ
を検知する構成にすることもできる。また電源配線104と105は同一基板上に作成されるた
め同一基板上での電源配線104と105の抵抗値の相対的な関係は個々のヒータ基板によらず
ほぼ一定であるので、電源配線104または105のいずれかを検知する構成にすることでパッ
ド108または110を削減することができる。
【００６６】
＜実施形態２＞
本発明にかかる第２の実施形態を図２により説明する。図２はヒータ基板上の等価回路を
示すものである。選択回路201は制御信号（不図示）により、モニタ抵抗素子と電源配線
の接続点、モニタ抵抗素子とMOSトランジスタとの接続点、MOSトランジスタと電源配線の
接続点のいずれかを選択し、接続パッド202に出力する。この場合の検知の方法は実施形
態１と同様に行い、MOSトランジスタ102をビット選択回路111により駆動し、電源配線、
モニタ抵抗素子、モニタ用駆動素子の各素子の電圧降下を測定する。このときの各ポイン
トの電圧は選択回路201を切り替えることでパッド202に出力され、個々の素子の特性を検
知することができる。実施形態１に対し、各素子の特性を検知するためのモニタ端子であ
るパッド108、109、110を削減することができる。
【００６７】
＜実施形態３＞
本発明にかかる第３の実施形態を図９により説明する。図９はヒータ基板上の等価回路を
示すものである。接続パッド901、902、903は電圧測定用のモニタパッド108、109、110の
接続点と同一の接続点に接続される。接続パッド901、902、903のパッドの何れかより電
流を印加し、パッド108、109、110より電圧を検知することで、個々の素子の特性を検知
するものである。実施形態１に対し電流の印加用の端子と電圧の検知用の端子を別々に設
けることで電流が印加された配線での電圧降下分等の誤差分を無視することができ、個々
の素子の特性を精度良く求められるものである。
【００６８】
＜実施形態４＞
本発明にかかる第４の実施形態を図１０により説明する。図１０はヒータ基板上の等価回
路を示すものである。選択回路201は制御信号（不図示）により、モニタ抵抗素子と電源
配線の接続点、モニタ抵抗素子とMOSトランジスタとの接続点、MOSトランジスタと電源配
線の接続点のいずれかを選択しパッド202に出力する。同様に選択回路1001は制御信号（
不図示）により、モニタ抵抗素子と電源配線の接続点、モニタ抵抗素子とMOSトランジス
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タとの接続点、MOSトランジスタと電源配線の接続点のいずれかを選択しパッド1002から
電流を選択された接続点に電流を印加する。
【００６９】
この場合の検知の方法は実施形態３と同様に行い、選択回路201を順次切り替えることで
検知電圧がパッド202に出力され、個々の素子の特性を検知することができる。実施形態
３に対し、各素子の特性を検知するためのモニタ端子であるパッド108、109、110および9
01、902、903を削減することができる。
【００７０】
以上の実施形態においては、モニタ抵抗素子は記録に用いない素子として説明したが、記
録を行なう素子を兼ねてもよい。
【００７１】
なお、以上の実施形態において、記録素子により駆動される記録ヘッドから吐出される液
滴はインクであり、さらにインクタンクに収容される液体はインクであることを想定する
ものであるが、その収容物はインクに限定されるものではない。例えば、記録画像の定着
性や耐水性を高めたり、その画像品質を高めたりするために記録媒体に対して吐出される
処理液のようなものがインクタンクに収容されていても良い。
【００７２】
以上の実施形態は、特にインクジェット記録方式の中でも、インク吐出を行わせるために
利用されるエネルギーとして熱エネルギーを発生する手段（例えば電気熱変換体やレーザ
光等）を備え、前記熱エネルギーによりインクの状態変化を生起させる方式を用いること
により記録の高密度化、高精細化が達成できる。
【００７３】
その代表的な構成や原理については、例えば、米国特許第４７２３１２９号明細書、同第
４７４０７９６号明細書に開示されている基本的な原理を用いて行うものが好ましい。こ
の方式はいわゆるオンデマンド型、コンティニュアス型のいずれにも適用可能であるが、
特に、オンデマンド型の場合には、液体（インク）が保持されているシートや液路に対応
して配置されている電気熱変換体に、記録情報に対応していて核沸騰を越える急速な温度
上昇を与える少なくとも１つの駆動信号を印加することによって、電気熱変換体に熱エネ
ルギーを発生せしめ、記録ヘッドの熱作用面に膜沸騰を生じさせて、結果的にこの駆動信
号に１対１で対応した液体（インク）内の気泡を形成できるので有効である。
【００７４】
この気泡の成長、収縮により吐出用開口を介して液体（インク）を吐出させて、少なくと
も１つの滴を形成する。この駆動信号をパルス形状とすると、即時適切に気泡の成長収縮
が行われるので、特に応答性に優れた液体（インク）の吐出が達成でき、より好ましい。
【００７５】
このパルス形状の駆動信号としては、米国特許第４４６３３５９号明細書、同第４３４５
２６２号明細書に記載されているようなものが適している。なお、上記熱作用面の温度上
昇率に関する発明の米国特許第４３１３１２４号明細書に記載されている条件を採用する
と、さらに優れた記録を行うことができる。
【００７６】
記録ヘッドの構成としては、上述の各明細書に開示されているような吐出口、液路、電気
熱変換体の組み合わせ構成（直線状液流路または直角液流路）の他に熱作用面が屈曲する
領域に配置されている構成を開示する米国特許第４５５８３３３号明細書、米国特許第４
４５９６００号明細書に記載された構成も本発明に含まれるものである。
【００７７】
さらに、記録装置が記録できる最大記録媒体の幅に対応した長さを有するフルラインタイ
プの記録ヘッドとしては、上述した明細書に開示されているような複数記録ヘッドの組み
合わせによってその長さを満たす構成や、一体的に形成された１個の記録ヘッドとしての
構成のいずれでもよい。
【００７８】
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カートリッジタイプの記録ヘッドのみならず、装置本体に装着されることで、装置本体と
の電気的な接続や装置本体からのインクの供給が可能になる交換自在のチップタイプの記
録ヘッドを用いてもよい。
【００７９】
また、以上説明した記録装置の構成に、記録ヘッドに対する回復手段、予備的な手段等を
付加することは記録動作を一層安定にできるので好ましいものである。これらを具体的に
挙げれば、記録ヘッドに対してのキャッピング手段、クリーニング手段、加圧あるいは吸
引手段、電気熱変換体あるいはこれとは別の加熱素子あるいはこれらの組み合わせによる
予備加熱手段などがある。また、記録とは別の吐出を行う予備吐出モードを備えることも
安定した記録を行うために有効である。
【００８０】
さらに、記録装置の記録モードとしては黒色等の主流色のみの記録モードだけではなく、
記録ヘッドを一体的に構成するか複数個の組み合わせによってでも良いが、異なる色の複
色カラー、または混色によるフルカラーの少なくとも１つを備えた装置とすることもでき
る。
【００８１】
さらに加えて、本発明に係る記録装置の形態としては、コンピュータ等の情報処理機器の
画像出力端末として一体または別体に設けられるものの他、リーダ等と組み合わせた複写
装置、さらには送受信機能を有するファクシミリ装置の形態を取るものであっても良い。
【００８２】
＜他の実施形態＞
なお、本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ，インターフェース機器，リー
ダ，プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例
えば、複写機，ファクシミリ装置など）に適用してもよい
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、モニタ抵抗素子、モニタ用駆動素子、電源配線の抵
抗値を正確に測定することができ、各抵抗値のバラツキに対し常に一定のエネルギーを記
録素子に投入することにより高精度、高品位、高い信頼性による記録制御が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態におけるヒータ基板上の等価回路を示す図である。
【図２】第２の実施形態におけるヒータ基板上の等価回路を示す図である。
【図３】温度検知回路に関する回路図である。
【図４】温度検知回路に関する回路図である。
【図５】本発明の好適な実施形態であるプリンタの外観を示す図である。
【図６】図５のプリンタの制御構成を示すブロック図である。
【図７】図５のプリンタのインクジェットカートリッジを示す図である。
【図８】本発明の実施形態である、ヒータに直列に接続される素子の抵抗値を測定するた
めの処理を説明するフローチャートである。
【図９】第３の実施形態におけるヒータ基板上の等価回路を示す図である。
【図１０】第４の実施形態におけるヒータ基板上の等価回路を示す図である。
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